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わたしの研究

私が学部時代から持ち続けている興味関心は、国際競技力

向上施策です。そのため、今までに選手育成システム、一流選

手のキャリア形成、一流指導者のキャリア形成等に関する調査

研究に取り組んできました。その中でもキャリア形成過程に着

目した調査研究を進めてきた期間が最も長いのですが、キャリ

ア移行は予測可能な事象であり、次のキャリアを見据えて準備

することが重要であると考えられています。しかしながら実際に

は10年、20年先のことを見据えて、キャリア移行をしている人は

少ないのが現状ではないでしょうか。

国際競技力向上施策の成功要因のひとつとして、指導者の管

理と養成が挙げられ、主に指導者の質の確保と雇用の拡充が

重要であると考えられています。現在、日本人の一流指導者が

どのようなキャリア形成過程を経て、現在のキャリアを得たのか

に着目し研究を行っています。日本人一流指導者は、一流選手

として日本代表などを経験し、引退と同時に年代別日本代表

コーチまたは所属先のコーチとしての指導者キャリアをスタート

している方が多くを占めています。一方では、古くから「名選手、

必ずしも名監督にあらず」との格言が存在するように、トップレベ
ルの選手が指導者や監督としてチームの指揮をとる立場になっ

た際に必ずしも良い成果を残すわけではないとも言われていま

す。様々な競技種目における一流指導者のキャリア形成過程を

明らかにすることで、日本の国際競技力向上の一助になること

ができたら本望です。

私自身、カヌースラローム競技の日本代表としてジュニア期より競技

一色の人生を送ってきました。引退を意識したときに大学院へ進学し

スポーツ社会学を専攻したのですが、初めは研究の『け』の字もわか

らず無我夢中だったのを昨日のことのように覚えています。中でも学

会発表は選手として出場したどんな国際大会よりも緊張しました。体
育学会の学会大会では体育社会学領域で発表し、多くの先生からご

指摘をいただいたのを覚えています。多くの経験を経ることで人間とし

ても成長できるのだと実感しました。

現在は、東京五輪のカヌースラローム競技の競技運営に関する仕

事に従事しています。2021年に延期になりましたが、アスリートが最高

のパフォーマンスを発揮できるように日々準備を進めています。まさか

の延期で私自身も驚いていますが、この経験を次のキャリアに繋げら

れるように日々精進していきます。
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